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通常学校に在籍する難聴児童生徒に対して耳鼻咽喉科学校医が行っている 

支援・助言についてのアンケート調査のお願い 

 

残暑の候、会員の皆様におかれましてはご健勝のことと存じ上げます。 

近年、補聴器・人工内耳の機能向上やインクルーシブ教育の推進によって、通常学校に在

籍している難聴児童生徒は増加しています。それに伴い、耳鼻咽喉科学校医（以下学校医）

に対して、学級担任や養護教諭から聴覚障害児童生徒が学校生活で抱える困難についての

支援や助言を求められる機会が増えていくことが予想されます。 

そこで通常学校に在籍する聴覚障害児童生徒が抱える困難に対し、学校医として現在行っ

ている支援や助言および対応について、または現在行っていない場合でも今後支援や助言

および対応するために必要なことについて、通常学校の学校医・健診医として携わっている

先生方を対象にアンケート調査を行います。 

アンケート調査結果については、日耳鼻・臨床耳鼻科医会学校保健委員会全国代表者会議

（令和 8年１月 25日開催）にて報告させていただきます。 

アンケートは、下記の URLまたは QRコードから Googleフォームへアクセスしていただき、

Web 上でご回答いただけますようお願いいたします。締め切りは令和 7 年 9 月 30 日（火）

で、回答時間は 5〜15 分程度です。なお、ご不明な点がございましたら日耳鼻事務局増田

（shomu@jibika.or.jp）までお問合せください。 

 

https://forms.gle/8pC7yAxZpaGko8Zy6 
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